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「親
しん

切
せつ

なことをしてくれる人
ひと

たちを，天
てん

使
し

とよぶことがあるんだよ」と，パパが言
い

いました。

「主
しゅ

は，自
みずか

ら進
すす

んでほかの人
ひと

の人
じん

生
せい

に 
おいて天

てん

使
し

となってくれる人
ひと

を 
つねに探

さが

しておられるのです。」
七
しち

十
じゅう

人
にん

会
かい

長
ちょう

会
かい

カルロス・A・ゴドイ長
ちょう

老
ろう

 
「天

てん

使
し

を信
しん

じる」 
『リアホナ』2020 年

ねん

11 月
がつ

号
ごう

，87

ビョルンは 
天
てん

使
し

になりたい

キャロリーナ・マリン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

いました。「でも，救
すく

い主
ぬし

におくり物
もの

をささげることはもっと大
たい

切
せつ

なのよ。」
「どうやってイエス様

さま

にプレゼントをあげるの？」ビョルンが
たずねました。
「イエス様

さま

がされたように人
ひと

に奉
ほう

仕
し

すると，イエス様
さま

もよろこ
んでくださるのよ」と，ママが言

い

いました。
翌
よく

朝
あさ

，ビョルンは玄
げん

関
かん

のドアをノックする音
おと

を聞
き

きました。
ベッドから飛

と

び起
お

きて，だれなのか見
み

に行
い

きました。でも，パパと
ママがドアを開

あ

けると，そこにはだれもいませんでした。代
か

わり
に，ママは玄

げん

関
かん

先
さき

で小
ちい

さな，ぴかぴかのプレゼントを拾
ひろ

いました。
「どこから来

き

たの？」ビョルンはたずねました。
「よく分

わ

からないわ」と，ママは言
い

いました。「天
てん

使
し

かもしれ
ないわね！」

ビョルンは目
め

を丸
まる

くしました。「天
てん

から来
き

た天
てん

使
し

ってこと？」
パパがほほえみました。「いいや。親

しん

切
せつ

なことをしてくれる人
ひと

たちを，天
てん

使
し

とよぶことがあるんだよ。この地
ち

上
じょう

での，天
てん

のお父
とう

様
さま

のお手
て

伝
つだ

いさんのようなものだね。」
ビョルンは空

くう

中
ちゅう

に飛
と

び上
あ

がりました。「ぼくも天
てん

使
し

になりた
い！ ぼくもほかの人

ひと

に親
しん

切
せつ

なことをしたいな。それがイエス様
さま

へのクリスマスのおくり物
もの

になるね。」
「すごくいいアイデアだね！」パパが言

い

いました。「イエス様
さま

は
きっときみのおくり物

もの

を気
き

に入
い

ってくださるよ。」
その週

しゅう

の残
のこ

りの時
じ

間
かん

，ビョルンは毎
まい

朝
あさ

起
お

きると，玄
げん

関
かん

先
さき

に新
あたら

し
いプレゼントが置

お

いてあるのを見
み

つけました。天
てん

使
し

が家
か

族
ぞく

にお
くり物

もの

を置
お

いてくれて，とても愛
あい

されていると感
かん

じました。自
じ

分
ぶん

も家
か

族
ぞく

を愛
あい

していることをしめしたくなりました。
そこで，ビョルンは仕

し

事
ごと

に取
と

りかかることにしました。両
りょう

親
しん

や
きょうだいへのプレゼントをこっそり用

よう

意
い

しました。パパが仕
し

事
ごと

中
ちゅう

にくつをみがいてあげたり，ママのためにハートをかきました。

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ビョルンは新
あたら

しいお家
うち

にあるたくさんの大
おお

き
な段

だん

ボール箱
ばこ

を見
み

回
まわ

しました。ビョルンの
家
か

族
ぞく

はアルゼンチンからアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

に引
ひ

っこ
したばかりでした。

こんなに遠
とお

くに引
ひ

っこすのはこわいことで，知
し

らないことだらけでした。けれども，家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

なら，すべてはうまくいくと知
し

っていました。
ビョルンが家

か

族
ぞく

の荷
に

ほどきを手
て

伝
つだ

っていると，
ママは大

おお

きな箱
はこ

を手
て

に取
と

ってにっこりと笑
わら

いまし
た。「これにはクリスマスのオーナメントが入

はい

って
るのよ！」と，ママは言

い

いました。
ビョルンはにっこりしまし
た。クリスマスが大

だい

好
す

き
で，家

か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

にクリス
マスを祝

いわ

うのを楽
たの

しみに
していました。新

あたら

しい場
ば

所
しょ

での生
せい

活
かつ

にはまだ不
ふ

安
あん

を感
かん

じていましたが，もうす
ぐクリスマスだということが分

わ

か
ると元

げん

気
き

が出
で

てきました。
数
すう

日
じつ

後
ご

，ビョルンの家
か

族
ぞく

は一
いっ

緒
しょ

にす
わり，クリスマスについての家

か

庭
てい

の夕
ゆう

べ
のレッスンをしました。パパは，クリス
マスはプレゼントをおくる季

き

節
せつ

だと説
せつ

明
めい

してくれました。
「やった！ プレゼント！」ビョルン
は言

い

いました。
「そうね，プレゼントをもらう

のは楽
たの

しいことね 」と，ママは言
い

そして，お気
き

に入
い

りのおもちゃの車
くるま

の一
ひと

つを弟
おとうと

のためにラッ
ピングしました。妹

いもうと

のためには風
ふう

船
せん

ガムを手
て

に入
い

れました。
ビョルンはそっと一

ひと

つ一
ひと

つのプレゼントに名
な

前
まえ

を書
か

き，
クリスマスツリーの下

した

に置
お

きました。みんなのうれしそう
な顔

かお

を見
み

るのが待
ま

ち切
き

れません！ 考
かんが

えるだけで，心
こころ

が温
あたた

か
くなりました。

クリスマスの日
ひ

，ビョルンは家
か

族
ぞく

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

にプレゼントを
わたしました。うれしくて，じっとすわっていられませんで
した。

ピカピカのくつを見
み

たパパは，「わあ，ありがとう，ビョル
ン！ とってもきれいだ 」と言

い

いました。
ビョルンの弟

おとうと

と妹
いもうと

はプレゼントを開
あ

けると，飛
と

び上
あ

がって
ビョルンをハグし，「ありがとう！」と言

い

いました。
ママはラッピングを開

あ

けてビョルンがかいた絵
え

を見
み

ると，
ほほえみました。「ビョルン，あなたは今

こ

年
とし

のクリスマスを
とても特

とく

別
べつ

なものにするのを手
て

伝
つだ

ってくれたわね。わたし

たちの小
ちい

さな天
てん

使
し

でいてくれてありが
とう」と言

い

いました。
ビョルンは幸

しあわ

せを感
かん

じました。家
か

族
ぞく

に愛
あい

をしめすことが，イエス様
さま

にささ
げる完

かん

璧
ぺき

なプレゼントだと
知
し

っていました！ ●
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